
請

願

第

八

号 

  
 

 
「

川

内

原

発

一

号

機

の

稼

動

中

止

と

川

内

原

発

二

号

機

の

再

稼

動

前

に

、

九

州

電

力

に

対

し

て

住

民

説

明

会

開

催

を

申

し

入

れ

る

こ

と

を

求

め

る

」

請

願 

 

主 

旨 議

会

と

し

て

、

川

内

原

発

二

号

機

の

再

稼

動

に

当

た

っ

て

、

二

五

〇

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

圏

内

に

あ

る

当

自

治

体

で

、

公

開

の

場

で

の

住

民

説

明

会

開

催

を

、

九

州

電

力

に

対

し

申

し

入

れ

て

く

だ

さ

い

。 

  

理 

由 九

州

電

力

は

二

〇

一

五

年

八

月

十

一

日

、

川

内

原

発

一

号

機

の

再

稼

動

を

強

行

し

ま

し

た

。 

し

か

し

直

後

の

八

月

二

十

日

、

復

水

器

の

細

管

か

ら

海

水

が

漏

出

す

る

事

故

が

発

生

し

ま

し

た

。

復

水

器

と

は

、

発

電

機

か

ら

排

出

さ

れ

た

蒸

気

を

海

水

で

冷

や

し

て

水

に

す

る

装

置

で

す

。

こ

の

細

管

は

一

九

八

四

年

の

設

置

以

来

、

三

一

年

間

、

一

度

も

交

換

さ

れ

て

お

り

ま

せ

ん

。

さ

ら

に

二

〇

〇

六

年

以

降

、

九

年

以

上

点

検

し

て

い

な

か

っ

た

事

が

明

ら

か

に

な

っ

て

い

ま

す

。 

復

水

器

は

三

基

六

系

統

あ

り

、

一

系

統

の

細

管

は

一

万

三

〇

〇

〇

本

で

す

が

、

九

電

は

、

原

子

炉

を

止

め

る

こ

と

な

く

、
抽

出

し

た

六

九

本

に

栓

を

し

た

だ

け

で

、
八

月

末

に

は

フ

ル

稼

働

に

踏

み

切

り

ま

し

た

。

一

九

七

九

年

の

米

国

ス

リ

ー

マ

イ

ル

島

原

発

の

大

事

故

が

、

二

次

系

の

冷

却

喪

失

に

起

因

す

る

こ

と

を

考



え

れ

ば

、

い

っ

た

ん

、

完

全

に

原

子

炉

を

止

め

て

、

総

点

検

す

べ

き

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

？ 

ま

た

、

川

内

原

発

一

号

機

、

二

号

機

の

蒸

気

発

生

器

は

、

大

き

な

問

題

を

抱

え

て

い

ま

す

。

二

〇

一

二

年

、

米

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

州

の

サ

ン

・

オ

ノ

フ

レ

原

発

に

お

い

て

、

交

換

し

た

ば

か

り

の

蒸

気

発

生

器

の

細

管

に

一

五

〇

〇

箇

所

の

異

常

が

見

つ

か

り

、

放

射

能

漏

れ

を

起

こ

し

ま

し

た

。

こ

の

原

発

は

廃

炉

に

追

い

込

ま

れ

ま

す

が

、

こ

の

蒸

気

発

生

器

を

製

造

し

て

い

た

三

菱

重

工

は

、

廃

炉

の

責

任

を

問

わ

れ

九

三

〇

〇

億

円

の

損

害

賠

償

を

請

求

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

川

内

原

発

一

号

、

二

号

機

で

使

用

さ

れ

て

い

る

、

蒸

気

発

生

器

も

同

じ

三

菱

重

工

製

で

す

。 

川

内

原

発

二

号

機

に

お

い

て

は

、

二

〇

〇

九

年

に

蒸

気

発

生

器

の

交

換

の

申

請

が

な

さ

れ

、

二

〇

一

四

年

に

交

換

の

予

定

で

し

た

が

、

未

だ

に

交

換

は

行

わ

れ

て

い

ま

せ

ん

。

老

朽

化

し

た

設

備

を

交

換

す

る

こ

と

な

く

、

川

内

一

号

機

の

み

な

ら

ず

、

二

号

機

ま

で

再

稼

動

さ

れ

る

こ

と

に

私

た

ち

は

、

過

酷

事

故

へ

の

不

安

と

恐

れ

を

禁

じ

え

ま

せ

ん

。 

福

井

地

裁

は

二

〇

一

四

年

五

月

二

十

一

日

、

福

井

県

大

飯

原

発

三

、

四

号

機

運

転

差

し

止

め

を

命

ず

る

判

決

の

中

で

、

危

険

の

及

ぶ

範

囲

で

あ

る

二

五

〇

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

圏

内

の

居

住

者

の

差

し

止

め

請

求

権

を

認

め

ま

し

た

。

福

島

第

一

原

発

事

故

時

に

、

実

際

に

想

定

さ

れ

た

最

大

避

難

の

範

囲

が

こ

の

二

五

〇

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

圏

内

で

し

た

。 

川

内

原

発

か

ら

、
当

自

治

体

住

民

の

生

活

圏

が

二

五

〇

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

圏

内

に

あ

る

こ

と

を

考

え

れ

ば

、

事

業

当

事

者

で

あ

る

九

州

電

力

が

、

当

自

治

体

住

民

に

対

し

公

開

の

場

で

説

明

会

を

開

催

す

る

の

は

当

然

の

こ

と

で

す

。

以

上

、

請

願

い

た

し

ま

す

。 



 

二

〇

一

五

年

九

月

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紹

介

議

員 
 

上 

野 

美 

恵 

子 

   
 

熊

本

市

議

会

議

長 

 
 

 
 

満 

永 

寿 
博 

殿 

 


